
新しい資本主義のグランドデザイン及び実行計画2023改訂版（令和５年６月１６日閣議決定）

における金融庁関連の主要施策

２．GX・エネルギー安全保障

 サステナブルファイナンス全体を推進するための環境整備 （３）NISA制度
 NISAの手続の簡素化、新しいＮＩＳＡ制度の開始に向けた対応
（５）消費者に対して中立的で信頼できるアドバイスの提供を促す

ための仕組みの創設
（７）金融経済教育の充実
 金融経済教育推進機構の設立とともに、官民連携して地方を
含めた金融経済教育の推進体制を整備

（８）世界に開かれた国際金融センターの実現
 「世界・アジアの国際金融ハブ」としての地位を目指す
（９）金融資本市場の活性化
 コーポレートガバナンス改革の実質化
 人的資本に関する開示ルールの整備、国際ルールの形成
 アジアにおけるGX金融ハブの形成
 市場インフラの強化
 銀証ファイアウォール規制の見直しの検討
（10）金融行政・税制のグローバル化
（12）顧客本位の業務運営の確保

１．資産所得倍増プランの推進

Ⅳ.GX・DX等への投資

Ⅴ.企業の参入・退出の円滑化とスタートアップ育成５か年
計画の推進

（５）スタートアップのための資金供給の強化と出口戦略の多様化
 株式投資型クラウドファンディングの活用に向けた環境整備
 未上場株の取引環境の整備
 銀行等によるスタートアップへの融資促進（出資要件の緩和等）
 特定投資家私募制度等の見直し

（６）オープンイノベーションの推進
 M&Aを促進するための国際会計基準（IFRS）の任意適用の拡大

３．事業不振の場合の総合的な支援策と事業再構築・事業承継等
を含めた退出の円滑化

（１）Web3.0の推進に向けた環境整備
 暗号資産に係る税制上の取り扱いについて、法令上・会計上の
在り方を含め、検討

Ⅵ.社会的課題を解決する経済社会システムの構築

 インパクトスタートアップや投資家等が集うコンソーシアム設置
 インパクト投資に関する基本的指針の策定及び案件の創出

１．インパクトスタートアップに対する総合的な支援策

Ⅶ.資産所得倍増プランと分厚い中間層の形成

Ⅷ.経済社会の多極化

２．資産運用立国に向けた取組の促進

 資産運用会社やアセットオーナーのガバナンスの改善・体制強
化、国内外の資産運用業者の新規参入の支援拡充等

 これらを含む具体的な政策プランを年内に策定

（１）デジタル田園都市国家の実現に向けた基盤調整・中山間地の
生活環境改善
 大企業人材プラットフォームを活用し、地域金融機関によるマッ
チングを強化

５．ＤＸ

（３）企業の事業性に着目した資金調達
 「事業成長担保権」の検討・早期の法案提出を目指す

２．スタートアップ育成５か年計画の推進

１．デジタル田園都市国家構想の実現


